
Ⅰ．はじめに  

自施設は東京都の八王子市にある 128床の

超強化型老健であり、通所リハと居宅介護支

援事業所を併設している。所属フロアは 40

床で、在宅復帰率は 55.9％と高い。利用者が

自宅へ帰っても安心して生活できるよう、入

所時から在宅支援することは介護福祉士とし

ての役割である。また、少しでも有意義に、

生きがいのある生活が送れるように、日常生

活に必要な心身の機能を維持できるよう、援

助し指導することも重要である。  

しかし、利用者の日常生活を見ると、自発

的にフロアリハビリをしている方、自分のペ

ースで過ごしている方は、わずかであり、半

数以上の利用者は何となく一日を過ごしてい

た。介護施設に入所するということは、自宅

から離れ、それまでとは異なる雰囲気やライ

フスタイルになる。自宅でできていたことが

できなくなったりもする。毎日の生活に楽し

みが見つかれば、それが QOL（＝生活の質）

や ADL（＝日常生活動作）の向上につながる

など、高齢者の生活に大きなメリットをもた

らすことになると考えた。  

施設での生活そのものがリハビリであるこ

とを意識し、楽しみを共有するレクリエーシ

ョンの提供を充実させることを課題と位置づ

け、取り組みを行った。創作活動の作業など

を通して、利用者同士の交流の場が広がり、

利用者の行動意欲に変化が見られたので報告

する。  

 

Ⅱ．研究目的  

施設生活をリハビリとしてとらえ、余暇

活動を充実し、利用者と職員が楽しみの時

間を共有することができる。  

 

Ⅲ．研究方法  

1．  創作活動：季節感や生活感を感じていた

だけるような壁画などの創作活動を実施

する。  

2．  期間：平成 30 年 4 月~平成 31 年 3 月  

3. 方法  

1)日常生活（箸を持つ、エプロンをつける、 

服を着るなど）で行う生活の中からリハ

ビリであること意識付けを行った 

2)個別に聞き取りを行う 

3)「やりたい」と返答のあった利用者数名

から実施した 

4．倫理的配慮  

対象の利用者・職員の情報が特定されないよ

う配慮した  

 

Ⅳ．結果  

1)昔の自分を思い出し、懐かしみながら作

業をする創作活動が決定した 

2)一つの創作が終了後にフロア内に展示す

ることで、徐々に人数が増えた 

利用者の反応が良く、参加率が高かった作

品は花紙で作った 4 月の枝垂れ桜であった。

初めての作品で 3D 効果もあり、施設の広報

誌に掲載され、利用者家族にも活動を知って

いただく機会となった。5 月の鯉のぼりは、

トイレットペーパーの芯を鱗に見立て作成し

た。ハサミの使用は力が必要で、うまく切る

ことができない利用者が多かった。ハサミは

男性に、色塗りは女性にと役割を分け大きな

作品が出来上がった。作業中は、むかし働い

ていた時のことや、子供の頃に遊んでいた様

「今日は何を作るの？」  
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子など、それぞれの思いを語りながら作業に

取り組んでいた。作業では自然と役割分担が

でき、個々の性格や個性が垣間見ることがで

きた。完成した作品はフロアでの展示のほか

施設広報誌へ掲載した。創作活動がフロアで

の習慣となり、「今日は何するの」「今月は何

作るの」という声が聞かれるようになった。    

また、共同し作業することで、職員の行動

の変化として「何か楽しめることはないか」

と自発的に考えるようになった。意欲低下

や拒否があった時は無理をしないように申し

送りで情報共有を行い、現在も楽しく継続し

ている。  

 

Ⅴ．考察  

開始時は「できない」「難しい」「やりたく

ない」と言う声も多かった。職員からの継続

的な働きかけと、創作している利用者の様子

を見て「やりたくない」から「やってみたい」

と利用者の行動に変化が見られ、徐々に参加

者が増えていった。これは、創作活動を通し

た利用者同士の関わりや、「やれば出来る」と

いう達成感が芽生え、意欲の向上にもつなが

ったと考える。完成した作品は創作活動の成

果として展示し、見ることによって喜びを共

有し、利用者同士の話題になり、コミュニケ

ーションが増えたと言える。また、季節を感

じていただく作品を作ることで季節や場所へ

の認知機能へ働きかけることができたと考え

る。高齢者は加齢に伴い、できない事が増え

てくるため、自分に自信を無くしていること

がある。その時に何か小さいことでも出来る

様になると、そのことをきっかけに自信を取

り戻して活き活きと暮らし始めることになる。

地域 (在宅 )に帰った時、社会からの孤独を防

ぎ、いつまでも元気にいけるよう、私たちが

意識して働きかけが必要であると考える。生

活リハビリの目的の一つに生活リハビリとし

ての作業療法がある。セラピストによるリハ

ビリは重要であるが、何気ない日常生活（薬

の袋を開ける、箸を使うなど）すべてがリハ

ビリと言える。在宅復帰は地域社会へ送り出

すことである。どこに行っても安心して暮ら

せるように支援しなければならない。高齢者

の生活そのもの、日常生活全般を援助し、そ

の人がその人らしく生活していけるように喜

びのある生活、目標のある生活、生きがいの

獲得を目指し、援助・支援していくことが、

介護福祉士の役割であることを改めて考える

ことができた。今回の活動は利用者、職員と

もに行動意欲に変化があったと言える。  

 

Ⅵ．結論  

 施設生活そのものがリハビリとし、楽し

みを共有する創作活動というレクリエーショ

ンの提供を充実させることは、生活史に触れ

ながら、楽しみ、充実感、達成感を与える活

動であった。それは利用者だけでなく職員も

一緒に得ることができた。今後は地域の祭

りへの出展や情報誌への掲載を企画し施設

生活を充実させていきたい。  
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